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ハイデッガーにおける真理概念
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（Einstimmigkeit einer Sache mit dem über sie 
Vorgemeiten）と「言表において思念されたも
のと事物との合致」（Übereinstimmung des in 
der Aussage Gemeinten mit der Sache）とい
うものが、「通常の真理概念」であり、それは、「事


































des Dinges im Durchmessen eines Entgegen）
が行われるのは、「一つの開けた場の内部に」









































































































































in die Entbergung des Seienden als eines 
solchen） であり、他方、「存在者」の「露現性」














































eigenste und eigentliche Un-wahrheit）」であ
るが、それは、「あれこれの存在者がそのつど






















































































































































































































































































































































































































































Bestimmung des Seienden selbst）、すなわち








































































































在の真理の守護者」（der Wahrer der Wahrheit 
des Seyns）であり、「存在の開けの番人」（der 
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